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2017 年 4-6 月期の実質ＧＤＰ成長率は前年同期比 5.8％増 1と前期の同 5.6％増から上昇したほ

か、Bloomberg調査の市場予想（同 5.4％増）を上回った。 

 

需要項目別に見ると、堅調な民間消費の拡大が成長率上昇に繋がったことが分かる（図表１）。 

GDP の 5割強を占める民間消費は前年同期比 7.1％増（前期：同 6.6％増）となり、食料・飲料や

情報通信、ホテル・レストランを中心に 2期連続で上昇した。 

政府消費は前年同期比 3.3％増（前期：同 7.5％増）と、公務員給与や物品・サービスの購入費

を中心に低めの伸びに止まった。 

総固定資本形成は同 4.1％増と、前期の同 10.0％増から低下した。建設投資が同 5.1％増（前期：

同 3.8％増）と小幅に上昇した一方、前期に急伸した設備投資が同 4.4％増（前期：同 21.8％増）

と鈍化したほか、その他投資が同 3.7％減（同 1.4％増）とマイナスに転じた。なお、投資を公共

部門と民間部門に分けて見ると、全体の 8割弱を占める民間部門が同 7.4％増（前期：同 12.9％増）

と高めの伸びを続けたものの、公共部門は同 5.0％減（前期：同 3.2％増）と 2 期ぶりのマイナス

となった。 

輸出は同 9.6％増（前期：同 9.8％増）と、財輸出の二桁増とサービス輸出の回復で好調を維持

した。また輸入が同 10.7％増（前期：同 12.9％増）と二桁増となった結果、純輸出の成長への寄

与度は+0.1％ポイントとなり、前期の▲1.2％ポイントから増加した。 

                                                   
1 8月 18日、マレーシア統計庁は 2017年 4-6月期の国内総生産（ＧＤＰ）を公表した。前期比（季節調整済）で見ると、実質ＧＤＰ成

長率は 1.3％増と、前期（同 1.8％増）から低下した。 

（図表 1） 
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（図表 2） 
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【マレーシアＧＤＰ】 

4-6 月期は前年同期比+5.8％ 
－予想上回る成長で４期連続の景気回復 
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供給側を見ると、製造業とサービス業の堅調な拡大が成長率上昇に繋がった（図表 2）。 

GDP の 5割強を占める第三次産業は前年同期比 6.3％増と、前期の同 5.8％増から上昇した。卸売・

小売（同 8.5％増）、情報・通信（同 8.5％増）、不動産・ビジネスサービス（同 7.3％増）が堅調な

伸びを続ける一方、金融・保険（同 5.1％増）と政府サービス（同 4.5％増）は緩やかな伸びに止

まった。 

第二次産業をみると、製造業が同 6.0％増（前期：同 5.6％増）と、4期連続で上昇した。内訳を

見ると、石油、化学、ゴム・プラスチック製品（同 3.0％増）が伸び悩んだものの、主力の半導体

や家電製品が好調だった電気・電子、光学機器（同 9.8％増）と動植物性油脂、食品加工（同 10.4％

増）がそれぞれ上昇した。また建設業は同 8.3％増（前期：同 6.5％増）と公共工事を中心に上昇

した一方、鉱業は同 0.2％増（前期：同 1.6％増）と原油の減少や天然ガスの伸び悩みによって低

迷した。 

第一次産業は同 5.9％増と、急上昇した前期（同 8.3％増）から低下したものの、引き続き好天

に恵まれてゴムやパーム油が二桁増となるなど高めの伸びとなった。 

 

（4-6 月期 GDP の評価と先行きのポイント） 

マレーシア経済は昨年半ばから回復基調が続いている。前期に急上昇した設備投資が鈍化して

4-6 月期の成長率は低下すると予想していたが、民間消費を中心とする内需の拡大に輸出の好調が

加わって成長率は上昇した。 

 4-6 月期の景気回復の主因となった民間消費は、低所得者向けの現金給付策（BR1M）や国内燃料価

格の値上げ一巡によるインフレ圧力の後退、製造業とサービス業を中心とする雇用・所得環境の改

善、そしてハリラヤ・プアサ（断食明け大祭）が昨年の 7 月から今年は 6 月に早まったこと（季節

要因）といった複数の要因が消費需要を押し上げたと考えられる。また輸出は長期休暇に伴う営業

日数の減少にもかからず、主要輸出品の半導体やパーム油、ゴム製品を中心に好調を維持している

（図表 3）。このように外需に続いて内需も拡大するなか、ここ数年で低迷していた消費者信頼感や

企業景況感は足元で持ち直してきている（図表 4）。 

マレーシア経済は輸出主導の景気回復の動きが見られるが、先行きは世界的な IT 需要が一巡し

て年末にかけて輸出が鈍化するだろう。また BR1Mの支出は今年 8月で最後（3度目）となる。今後

（図表 3） 
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（図表 4） 
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の消費の下支えがなくなるなかで内需の拡大ペースは緩やかなものとなりそうだ。 

このように先行きは景気回復のペースダウンが見込まれるなか、次期総選挙の実施時期が一層見

通し難くなっている。これまで景気の回復傾向が遅れていたことから次期総選挙は来年（任期満了

に伴う選挙の場合は 18 年 8 月）に実施される可能性が高いと見られたが、今回 4-6 月期の GDP が

市場予想とは反対に上昇したことは年内の前倒し実施の可能性を高めたとも考えられる。年内の総

選挙は実施されないと踏む野党連合の意表を突く形で、ナジブ首相が解散総選挙に打って出るか、

政治動向から目が離せない。 

（お願い）本誌記載のデータは各種の情報源から入手・加工したものであり、その正確性と安全性を保証するものではありません。また、本誌は情報

提供が目的であり、記載の意見や予測は、いかなる契約の締結や解約を勧誘するものではありません。 


